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はじめに

このマニュアルは，JP1/Integrated Management - Managerおよび JP1/Integrated 
Management - Viewの主な構築・運用方法を運用サイクルに合わせて説明したものです。
JP1/Integrated Management - Managerの機能を使用目的に合わせて知りたい方は，最初にこ
のマニュアルをお読みください。
なお，JP1/Integrated Management - Managerには，このマニュアルを含め 7冊のマニュアル
があります。このマニュアルで紹介している構築・運用方法の詳細については，次のマニュア
ルに示していますので必要に応じてお読みください。
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 導入・設計ガイド（3020-3-R76）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 構築ガイド（3020-3-R77）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 運用ガイド（3020-3-R78）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 画面リファレンス（3020-3-R79）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager コマンド・定義ファイルリファレンス
（3020-3-R80）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager メッセージ（3020-3-R81）

■対象読者
JP1/Integrated Management - Managerを使ってシステムを管理，運用する方を対象としてい
ます。
また，次に示す知識をお持ちの方を対象としています。
• JP1シリーズ製品の概要を理解されているシステム管理者
• JP1/Integrated Management - Managerの概要を理解されているシステム管理者

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章から構成されています。

第 1章　システムの構築
システムの構成を定義・管理する方法や，イベントを監視するための準備について説明していま
す。

第 2章　システムの監視
イベント一覧に表示されたイベントを一時的に絞り込んで表示したり，イベントの重大度をカス
タマイズしたりする方法について説明しています。

第 3章　障害の検知
複数のイベントを一つのイベントとして表示したり，障害の検知に合わせて自動でコマンドを実
行したりする方法について説明しています。

第 4章　障害の調査・対策
障害調査のために過去に発行されたイベントを表示したり，障害の対策方法をあらかじめ登録し
ておいて表示したりする方法について説明しています。
I



はじめに
■関連マニュアル
関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。
• JP1 Version 9 JP1/Base 運用ガイド（3020-3-R71）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 導入・設計ガイド（3020-3-R76）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 構築ガイド（3020-3-R77）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 運用ガイド（3020-3-R78）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 画面リファレンス（3020-3-R79）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager コマンド・定義ファイルリファレンス
（3020-3-R80）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager メッセージ（3020-3-R81）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - TELstaff JP1/Integrated Management - 

TELstaff Alarm View 構築・運用ガイド（3020-3-R85）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Message Optimizer（3020-3-R86）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Service Support 構築・運用ガイド
（3020-3-R91）

■読書手順
このマニュアルは，運用サイクルに合わせて章を選択して読むことができます。運用サイクル
別に，各マニュアルの次に示す記述個所をお読みいただくことをお勧めします。
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はじめに
■マニュアルの読み方
このマニュアルは，次に示す構成で説明しています。

このマニュアルでは，参照先のマニュアル名を次のように省略して示しています。

このマニュアルでの表記 正式名称

導入・設計ガイド JP1 Version 9 JP1/Integrated 
Management - Manager 導入・設計ガイド

構築ガイド JP1 Version 9 JP1/Integrated 
Management - Manager 構築ガイド
III



はじめに
■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，日立製品およびその他の製品の名称を省略して表記しています。次に，
製品の正式名称と，このマニュアルでの表記を示します。

運用ガイド JP1 Version 9 JP1/Integrated 
Management - Manager 運用ガイド

画面リファレンス JP1 Version 9 JP1/Integrated 
Management - Manager 画面リファレンス

コマンド・定義ファイルリファレンス JP1 Version 9 JP1/Integrated 
Management - Manager コマンド・定義
ファイルリファレンス

メッセージ JP1 Version 9 JP1/Integrated 
Management - Manager メッセージ

このマニュアルでの表記 正式名称

AIX AIX 5L 5.3

AIX 6.1

JP1/Integrated 
Managementまたは
JP1/IM

JP1/IM - Manager JP1/Integrated Management - Manager

JP1/IM - View JP1/Integrated Management - View

Linuxまたは UNIX Linux 5 (AMD/Intel 64) Red Hat Enterprise Linux(R) 5 (AMD/
Intel 64)

Linux 5 (IPF) Red Hat Enterprise Linux(R) 5 (IPF)

Linux 5 (x86) Red Hat Enterprise Linux(R) 5 (x86)

Linux 5 Advanced Platform 
(AMD/Intel 64)

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 Advanced 
Platform (AMD/Intel 64)

Linux 5 Advanced Platform 
(IPF)

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 Advanced 
Platform (IPF)

Linux 5 Advanced Platform 
(x86)

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 Advanced 
Platform (x86)

Windows 2000 Microsoft(R) Windows(R) 2000 Advanced 
Server Operating System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 
Professional Operating System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server 
Operating System

Windows 7 Microsoft(R) Windows(R) 7 Enterprise

Microsoft(R) Windows(R) 7 Professional

Microsoft(R) Windows(R) 7 Ultimate

このマニュアルでの表記 正式名称
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はじめに
• Windows 2000，Windows XP Professional，Windows Server 2003，Windows Vista，
Windows Server 2008およびWindows 7を総称してWindowsと表記することがあります。

Windows Server 2003 Windows Server 2003 Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Standard Edition

Windows Server 2003 (x64) Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Standard x64 Edition

Windows Server 2003 R2 Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Standard Edition

Windows Server 2003 R2 
(x64)

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Standard x64 Edition

Windows Server 2008 Windows Server 2008 Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Enterprise

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Standard

Windows Server 2008 (IPF) Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 for 
Itanium-based Systems

Windows Server 2008 (x64) Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Enterprise x64

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Standard x64

Windows Server 2008 R2 
(x64)

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Datacenter x64

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Enterprise x64

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Standard x64

Windows Vista Microsoft(R) Windows Vista(R) Business

Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise

Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate

Windows XP Professional Microsoft(R) Windows(R) XP Professional 
Operating System

このマニュアルでの表記 正式名称
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はじめに
■このマニュアルで使用する英略語
このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

■システムの基本構成
JP1/IM - Managerが提供するシステムは，システムを管理するマネージャー，監視対象となる
エージェント，システムを監視したり操作したりするビューアーから構成されます。JP1/IM - 
Managerが提供するシステムは，階層化できます。3階層のシステムを構築した場合の例を次
の図に示します。
なお，このマニュアルでは，JP1/IM - Managerが提供するシステムをシステムと総称します。

英略語 正式名称

AMD Advanced Micro Devices

DB Database

GUI Graphical User Interface

HTTP HyperText Transfer Protocol

IPF Itanium(R) Processor Family

TXT Text

URL Uniform Resource Locator

WWW World Wide Web
VI



はじめに
システム管理者は，管理サーバというマネージャー（統合マネージャー）に JP1ユーザー名
「jp1admin」でログインし，システム全体をビューアーで監視します。統合マネージャーは，業
務サーバ 1および業務サーバ 2というマネージャー（拠点マネージャー）を管理しています。
また，各拠点マネージャーは，営業部または商品企画部のエージェントを管理しています。
管理中にコマンドを実行したい場合，ユーザーマッピングで JP1ユーザーと OSユーザーを対
応づける必要があります。ユーザーマッピングの手順は，「1.3　ホストに対してコマンドを実行
VII



はじめに
したい」を参照してください。ユーザーマッピングには，図の凡例の「ユーザーマッピングで
設定する内容」に示した次の情報が必要です。
• JP1ユーザー名：どの JP1ユーザーでコマンドを実行するかを指定します。
• サーバホスト名：どのマネージャーからのコマンドを実行するかを指定します。
• OSユーザー名：どの OSユーザーの権限で実行するのかを指定します。

注意事項
コマンドを実行する場合は，各 JP1権限が必要です。
　
このシステムの構築手順は，「1.1　基本的なシステムを構築したい」を参照してください。
すべての製品は，バージョンが 09-00以降であるとします。また，JP1/IM - Managerに統合監
視 DBおよび IM構成管理 DBが設定されていることを前提とします。統合監視 DBおよび IM
構成管理 DBの設定については，マニュアル「構築ガイド」の「1.　インストールとセットアッ
プ（Windowsの場合）」または「2.　インストールとセットアップ（UNIXの場合）」を参照し
てください。

■システム管理者の JP1権限レベルについて
このマニュアルでのシステム管理者の JP1権限レベルは，JP1_Console_Admin権限および
JP1_CF_Admin権限です。
JP1_Console_Admin権限は，セントラルコンソールおよびセントラルスコープを操作するとき
に必要な権限です。
JP1_CF_Admin権限は，IM構成管理を操作するときに必要な権限です。

■このマニュアルで使用する「Administrators権限」について
このマニュアルで表記している「Administrators権限」とは，ローカル PCに対する
Administrators権限です。ローカル PCに対して Administrators権限を持つユーザーであれ
ば，ローカルユーザー，ドメインユーザー，および Active Directory環境で動作に違いはありま
せん。

■このマニュアルで使用する記号
このマニュアルで使用する記号を次に示します。

記号 意味

［　］ メニュー項目，画面名，ボタン名，およびキーボードのキーなどを示す。
例
メニュー項目：［新規作成］
画面名：［ログイン］画面
ボタン名：［OK］ボタン
キーボードのキー：［Ctrl］キー

［　］－［　］ 画面のメニューから項目を選択する操作を示す。
例
［ファイル］－［新規作成］を選択する。
上記の例では，メニューバーの［ファイル］を選んで，プルダウンメニューの［新規
作成］を選択することを示す。
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はじめに
■Windows版 JP1/IM，JP1/Baseのインストール先フォルダの表記
このマニュアルでは，Windows版 JP1/IM，JP1/Baseのインストール先フォルダを次のように
表記しています。

注※　各製品をデフォルトのままインストールした場合のインストール先フォルダを表しています。

Windows 7，Windows Server 2008およびWindows Vistaの場合，「システムドライブ
:¥Program Files」と表記している部分は，インストール時の OS環境変数によって決定されるた
め，環境によって異なる場合があります。

製品名 インストール先
フォルダの表記

デフォルトインストール先フォルダ※

JP1/IM - View Viewパス システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥JP1CoView

JP1/IM - 
Manager

Managerパス システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥JP1IMM

Consoleパス システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥JP1Cons

Scopeパス システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥JP1Scope

JP1/Base Baseパス システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥JP1Base
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目次目次目次目次
1 システムの構築 1

1.1　基本的なシステムを構築したい 2

1.1.1　IM構成管理でシステムを構築しよう 3

1.1.2　正しくシステムが構築できたか確認しよう 4

1.2　業務システムをグループ単位で監視したい 6

1.2.1　業務グループを設定しよう 8

1.2.2　業務グループが正しく設定できたか確認しよう 10

1.3　ホストに対してコマンドを実行したい 12

1.3.1　ユーザーマッピングで JP1ユーザーと OSユーザーを対応づけよう 13

1.3.2　コマンドを実行できるか確認しよう 14

1.4　システムで発行されたイベントを一元管理したい 16

1.4.1　セントラルコンソールでシステムを一元管理しよう 17

1.4.2　システムを一元管理できているか確認しよう 18

1.5　システムで発行されたイベントをビジュアルに監視したい 21

1.5.1　セントラルスコープを使えるようにしよう 21

1.5.2　マップ形式やツリー形式で監視できるか確認しよう 24

2 システムの監視 27

2.1　イベントを絞り込んで表示したい 28

2.1.1　表示フィルターで条件を指定しよう 28

2.1.2　条件に合ったイベントが表示されたか確認しよう 29

2.2　運用に合わせてイベントの重大度を変更したい 31

2.2.1　重大度変更機能でイベントの重大度を変更しよう 31

2.2.2　イベントの重大度が変更されているか確認しよう 33

2.3　メンテナンス対象のホストを監視対象から外したい 35

2.3.1　フィルターの共通除外条件で一時的にホストを監視対象から外そう 36

2.3.2　監視対象から外したホストのイベントが表示されていないか確認しよう 37

3 障害の検知 39

3.1　複数のイベントを一つのイベントとして扱いたい 40

3.1.1　相関イベントでイベントを関連づけよう 41

3.1.2　相関イベントが発行されているか確認しよう 43
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目次
3.2　特定のイベントが発行されたら自動でコマンドを実行したい 45

3.2.1　自動アクション機能でコマンドを実行しよう 45

3.2.2　コマンドが実行されたか確認しよう 47

3.3　一度実行したアクションを一定の期間だけ実行しないようにしたい 48

3.3.1　自動アクションの抑止でアクションを実行しないようにしよう 49

3.3.2　同じアクションが何度も実行されていないか確認しよう 49

4 障害の調査・対策 51

4.1　過去に発行されたイベントの状況を確認したい 52

4.1.1　表示開始位置指定機能でイベントの表示時刻を指定しよう 52

4.1.2　指定した表示時刻からイベントが表示されているか確認しよう 53

4.2　イベントを検索したい 55

4.2.1　イベント検索で条件を指定してイベントを検索しよう 55

4.2.2　イベントが検索できたか確認しよう 56

4.3　発行されたイベントの対策方法を事前に登録して表示したい 57

4.3.1　イベントガイド機能で対策方法を登録しよう 57
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1　 システムの構築
この章では，システムの構成を定義・管理する方法や，イベン
トを監視するための準備について説明します。

1.1 基本的なシステムを構築したい

1.2 業務システムをグループ単位で監視したい

1.3 ホストに対してコマンドを実行したい

1.4 システムで発行されたイベントを一元管理したい

1.5 システムで発行されたイベントをビジュアルに監視したい
1



1.　システムの構築
1.1　基本的なシステムを構築したい
JP1/IM - Managerを使用すると，業務システムで発行されたイベントを一元管理できま
す。そのためには，業務システムどおりにシステムの階層構成（IM構成）を定義する必
要があります。システムの階層構成の定義には，IM構成管理を使用する方法と，JP1/
Baseが提供する構成管理機能を使用する方法があります。ここでは，IM構成管理を使
用して，基本的なシステムの階層構成を構築しましょう。
2



1.　システムの構築
1.1.1　IM構成管理でシステムを構築しよう
システムを構築するには，IM構成管理を使用します。IM構成管理とは，JP1/IM - 
Managerが提供する機能の一つで，システムを構成する各ホストの階層構成を一元的に
管理する機能です。

システムの階層構成は，［IM構成管理］画面から設定します。

画面の表示方法
スタートメニューから［プログラム］－［JP1_Integrated Management - View］－
［構成管理］を選択すると［ログイン］画面が表示されます。［IM構成管理］画面
は，［ログイン］画面からログインすると表示されます。

「はじめに」の「システムの基本構成」で定義したシステムを構築しましょう。

前提条件
• 管理対象の各ホストに JP1/Baseがインストールされている。
• 業務サーバ 1（拠点マネージャー），業務サーバ 2（拠点マネージャー），および管
理サーバ（統合マネージャー）に JP1/IM - Managerがインストールされている。

システムの階層構成は，次の手順で定義します。

1. ホストの登録

2. システムの階層構成の定義

それぞれの手順を次に示します。

（1） ホストの登録

ホストは，［ホスト登録］画面から登録します。

画面の表示方法
［ホスト登録］画面は，［IM構成管理］画面から［ホスト一覧］タブを選択し，［編
集］－［ホスト登録］を選択すると表示されます。

システムを構成するホストを登録しましょう。
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1.　システムの構築
同様に，システムの階層構成のとおりにすべてのホストを登録してください。

（2） システムの階層構成の定義

システムの階層構成は，［エージェント構成編集］画面から定義します。

画面の表示方法
［エージェント構成編集］画面は，［IM構成管理］画面から［編集］－［エージェン
ト構成編集］を選択すると表示されます。

登録したホストを階層どおりに設定しましょう。

設定が終了したら，［更新権取得］チェックボックスをチェックします。そのあと，
［エージェント構成編集］画面の［操作］－［エージェント構成の反映］を選択し，定義
を反映してください。

参照先

• 導入・設計ガイド　6.　IM構成管理によるシステムの階層構成の管理
• 構築ガイド　1.9　システムの階層構成の設定（IM構成管理を使用する場合）
• 構築ガイド　1.20.2　IM構成管理・ビューアーのセットアップ
• 運用ガイド　8.　IM構成管理によるシステムの階層構成の管理
• 画面リファレンス　4.　IM構成管理の画面

1.1.2　正しくシステムが構築できたか確認しよう
IM構成管理で正しくシステムの構築ができたかどうかを確認しましょう。
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1.　システムの構築
1.［IM構成管理］画面の［IM構成］ページを選択します。

この例では，「はじめに」の「システムの基本構成」と同じ構成の表示になっていること
を確認してください。

キーワード

GUI，構成管理，構成，システム，IM構成管理，監視
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1.　システムの構築
1.2　業務システムをグループ単位で監視したい
JP1/IM - Managerは，システム管理者やユーザーが管理したい業務システムごとにグ
ループを設けることができます。グループを設定すると，システム管理者はすべての業
務システムを監視・操作できたり，営業部の業務システムのユーザー Aさんは，営業部
のシステムだけを操作できたりします。グループを設定して，業務システムをグループ
ごとに監視しましょう。
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1.　システムの構築
なお，ここでは，業務システムごとにグループで管理するシステムを紹介します。この
ため，「はじめに」の「システムの基本構成」の図に示す点線部分の条件が追加となりま
す。
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1.　システムの構築
1.2.1　業務グループを設定しよう
業務システムごとにグループで管理するには，業務グループを設定します。業務グルー
プは次の手順で設定，システムに反映します。

1. 業務グループ用の JP1ユーザーの設定

2. 業務グループの作成

3. ホストの登録

4. 参照・操作制限の設定

それぞれの手順について説明します。

（1） 業務グループ用の JP1ユーザーの設定

業務グループを管理するための JP1ユーザー（JP1ユーザーに割り当てる JP1資源グ
ループ名および JP1権限レベル）を設定します。

マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のユーザー管理の設定の章を参照して，JP1ユー
ザーの JP1資源グループを次のように設定します。

表 1-1　JP1資源グループの割り当て

JP1/Baseが提供するユーザー権限レベルファイルには，次のように記載します。

 
jp1admin:JP1_Console=JP1_Console_Admin
jp1user1:sigenA=JP1_Console_Operator

（2） 参照・操作制限の設定

参照・操作できる範囲を制限するために，業務グループの参照・操作制限を設定します。

前提条件
• IM構成管理 DBが設定されている。
• 統合監視 DBが設定されている。
• 業務グループの参照・操作制限が有効（jcoimdef -bizmonmode ON）である。
• 発生元ホストのマッピングが有効（jcoimdef -hostmap ON）である。

このコマンドを実行したら，JP1/IM - Managerおよび JP1/IM - Viewを再起動してくだ
さい。

JP1ユーザー JP1資源グループ名 JP1権限レベル

jp1admin JP1_Console JP1_Console_Admin

jp1user1 sigenA JP1_Console_Operat
or
8



1.　システムの構築
（3） 業務グループの作成

業務グループは，［業務グループの新規作成］画面で作成します。

画面の表示方法
［業務グループの新規作成］画面は，［IM構成管理］画面の［業務グループ］ページ
でルートノードを右クリックして表示されるコマンドメニューから［新規作成］を
選択すると表示されます。
なお，業務グループを作成する前に，［業務グループ］ページで［更新権取得］
チェックボックスをチェックしておく必要があります。

前提条件
• IM構成管理 DBが設定されている。
• IM構成管理にホストが登録されている。
• 統合監視 DBが設定されている。

業務グループを作成しましょう。

（4） ホストの登録

どのホストをどの業務グループで管理するかを登録します。ホストは，［所属ホストの登
録 /登録解除］画面で登録します。

画面の表示方法
［所属ホストの登録 /登録解除］画面は，［IM構成管理］画面の［業務グループ］
ページのツリー表示領域に表示されている，ホストを登録または登録解除したい業
務グループのノードを選択し，右クリックして表示されるコマンドメニューから
［所属ホストの登録 /解除］を選択すると表示されます。
なお，ホストを登録する前に，［業務グループ］ページで［更新権取得］チェック
ボックスをチェックしておく必要があります。

ホストを登録しましょう。
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1.　システムの構築
設定が終了したら，［操作］－［業務グループ］－［業務グループ反映］を選択し，ホス
トを反映してください。そのあと，［IM構成管理］画面の［業務グループ］ページで
［更新権取得］チェックボックスのチェックを外します。

参照先

• 導入・設計ガイド　3.1.4　業務グループの参照・操作制限の仕組み
• 導入・設計ガイド　6.4　業務グループの管理
• 構築ガイド　3.4　業務グループの設定
• 構築ガイド　4.17　業務グループの参照・操作制限の設定
• 画面リファレンス　4.1　［IM構成管理］画面
• 画面リファレンス　4.14　［業務グループの新規作成］画面
• コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcoimdef
• JP1/Base 運用ガイド　ユーザー管理の設定をする章

1.2.2　業務グループが正しく設定できたか確認しよう
業務グループが正しく設定できたかどうか確認しましょう。

1. JP1/IM - Manager（セントラルコンソール）に次のようにログインします。
• システム管理者

jp1adminでログインします。
• 営業部の業務システムのユーザー Aさん

jp1user1でログインします。

2.［イベントコンソール］画面でイベントを確認します。
• システム管理者
すべてのイベントが表示され，操作できます。

• 営業部の業務システムのユーザー Aさん
グループ 1で定義したホストからのイベントだけが表示され，操作できます。

キーワード

業務グループ，監視グループ，独立した監視，JP1ユーザー，JP1資源グループ，
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1.　システムの構築
JP1権限レベル，参照・操作制限

便利メモ

イベントをビジュアルに監視したいしたいとき
業務グループの監視は，セントラルスコープの［監視ツリー］画面でも利用で
きます。設定手順は，マニュアル「構築ガイド」の「3.4.4(2)　セントラルス
コープの監視ツリーに業務グループ情報および監視グループ情報を反映する」
を参照してください。
11



1.　システムの構築
1.3　ホストに対してコマンドを実行したい
システム管理者は，各ホストの JP1/IM - Managerが提供するプロセスの状態確認や，
システム環境の設定などのコマンドをセントラルコンソールで実行します。セントラル
コンソールとは，JP1/IM - Managerが提供している機能の一つで，システムで発行され
たイベントを物理視点でとらえ，システムの運用管理をする機能です。コマンドは，実
行先のホスト上の OSユーザーとして実行されるので，コマンドを実行する JP1ユー
ザーと実行先のホスト上の OSユーザーを対応づける必要があります。OSユーザーを対
応づけて，ホストに対してコマンドを実行しましょう。
12



1.　システムの構築
1.3.1　ユーザーマッピングで JP1ユーザーと OSユーザーを
対応づけよう

コマンドを実行する JP1ユーザーとホスト上の OSユーザーを対応づけるには，JP1/
Baseのユーザーマッピングを使用します。ユーザーマッピングを設定すると，管理サー
バから商品企画部や営業部のホストにコマンドを実行したり，自動アクションを実行し
たりできます。自動アクションの設定については，「3.2.1　自動アクション機能でコマン
ドを実行しよう」を参照してください。

ユーザーマッピングの設定方法を GUIとコマンドに分けて説明します。

前提条件
• マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のユーザーマッピングを設定する章を参照し
てすべての前提条件を整えてください。

コマンドを実行する JP1ユーザー（jp1admin）と OSユーザー（eigyouA）をユーザー
マッピングしてみましょう。なお，ユーザーマッピングの設定は，各ホストで必要です。

（1） GUIの場合

［JP1/Base環境設定］ダイアログボックスの［ユーザーマッピング］タブで設定します。

画面の表示方法
［JP1/Base環境設定］ダイアログボックスは，スタートメニューから［プログラム］
‐［JP1_Base］‐［環境設定］で起動します。
13



1.　システムの構築
参照先

• JP1/Base 運用ガイド　ユーザーマッピングを設定する章

（2） コマンドの場合

jbssetumapコマンドで設定します。次のようにコマンドを実行してください。

jbssetumap -u jp1admin
           -sh kanri
           -o eigyouA

参照先

• JP1/Base 運用ガイド　ユーザーマッピングを設定する章
• JP1/Base 運用ガイド　jbssetumapコマンドの章

1.3.2　コマンドを実行できるか確認しよう
「1.3.1　ユーザーマッピングで JP1ユーザーと OSユーザーを対応づけよう」のとおり
に hostAでユーザーマッピングの設定ができていて，マネージャー上でコマンドを実行
できるか確認しましょう。

［コマンド実行］画面を表示します。
14



1.　システムの構築
画面の表示方法
［コマンド実行］画面は，［イベントコンソール］画面のツールバーから［コマンド
実行］ボタンをクリックすると表示されます。

1.［実行ホスト名］にコマンドを実行するホストを次のように指定します。
hostA

2.［実行コマンド］で JP1/Baseの jevsendコマンドを次のように実行します。
jevsend -e SEVERITY=Warning -m コマンドを実行しました。

この例では，イベント一覧に，重大度が「警告」でメッセージが「コマンドを実行しま
した。」というイベントが表示されているかどうかを確認してください。

キーワード

ユーザーマッピング，対応，コマンド，関係
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1.　システムの構築
1.4　システムで発行されたイベントを一元管理
したい

JP1/IM - Managerは，セントラルコンソールの機能を使って，各エージェントで発行さ
れるイベントを一元管理できます。デフォルトの設定でも発行されたイベントを管理で
きますが，監視に不要なイベントを一時的に表示しないようにしたり，発行されたイベ
ントに合わせてコマンドを実行したりすると，さらに便利にイベントを管理できます。
セントラルコンソールをカスタマイズして，システムで発行されたイベントを一元管理
しましょう。
16



1.　システムの構築
1.4.1　セントラルコンソールでシステムを一元管理しよう
システムで発行されたイベントを一元管理するためには，イベント転送の設定およびセ
ントラルコンソールの機能の設定をする必要があります。イベント転送は，監視に必要
ないイベントを転送しないように設定できるため，JP1/IM - Managerの負荷を軽減でき
ます。セントラルコンソールの機能は，運用中に発行されるさまざまなイベントを集中
監視できます。

イベントを一元管理するために，次を設定します。

1. イベント転送の設定

2. セントラルコンソールの機能の設定

それぞれの手順を次に示します。

（1） イベント転送の設定

イベント転送は，IM構成管理の［プロファイル表示 /編集］画面から設定します。

画面の表示方法
［プロファイル表示 /編集］画面は，［IM構成管理］画面から［表示］－［プロファ
イル表示］を選択すると表示されます。

前提条件
• IM構成管理 DBが設定されている。

イベント転送を設定して，イベントを管理サーバに転送しましょう。

変更が必要な管理対象がある場合は，転送設定ファイルを修正してください。

参照先

• 導入・設計ガイド　3.1.1　セントラルコンソールによる監視
• JP1/Base 運用ガイド　転送設定ファイル（forward）の章
17



1.　システムの構築
（2） セントラルコンソールの機能の設定

このマニュアルでは，次の機能について説明します。詳細については，次の表を参照し
てください。

表 1-2　このマニュアルでのセントラルコンソールの機能

注※　JP1/Baseが各エージェントに転送するイベントを選択するための，転送フィルターもありま
す。

1.4.2　システムを一元管理できているか確認しよう
表 1-2で示したセントラルコンソールの機能や JP1/Baseの転送フィルターが正しく設定
できているかどうかマネージャー上で確認しましょう。

イベントのフィルタリング
セントラルコンソールのフィルターおよび JP1/Baseの転送フィルターの確認方法を
説明します。

イベント取得フィルター
「2.3.2　監視対象から外したホストのイベントが表示されていないか確認しよ
う」を参照してください。イベント取得フィルターの共通除外条件を使用した
場合の確認方法を説明しています。

ユーザーフィルター

セントラルコンソールの
機能

セントラルコンソール機能の概要
参照先

イベントのフィルタリン
グ

監視の目的に合ったイベントを表示するために，イベン
トのフィルタリングを設定します。
イベントのフィルタリングは，次に示す 4種類※のフィ
ルターがあります。
• イベント取得フィルター

JP1/Baseから取得する JP1イベントをフィルタリン
グするためのフィルターです。

• ユーザーフィルター
ユーザーごとに監視できるイベントをフィルタリング
（制限）するためのフィルターです。
• 重要イベントフィルター

JP1/IMの監視対象となる JP1イベントのうち，対処
が必要となるようなシステムへの影響度が高い JP1イ
ベントを［重要イベント］ページに表示するための
フィルターです。

• 表示フィルター
一時的に特定の JP1イベントだけを表示するための
フィルターです。

2.1
2.3

相関イベント発行 関連性を持つイベントが発行された場合，新しいイベン
トを発行します。

3.1

自動アクション システムに問題が発生した場合に自動的にコマンドを実
行します。

3.2
3.3
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1.　システムの構築
デフォルトでは，すべてのイベントがイベント一覧に表示されます。次のよう
に確認します。
1. JP1/Baseの jevsendコマンドを次のとおり実行します。

jevsend -e SEVERITY=Warning -m 警告のイベント

jevsend -e SEVERITY=Information -m 情報のイベント

管理サーバで重大度が「警告」のイベントおよび「情報」のイベントが発行
されます。

2. イベント一覧を参照します。
この例では，重大度が「警告」のイベントおよび「情報」のイベントが表示
されていることを確認してください。

重要イベントフィルター
デフォルトでは，重大度が「緊急」「警戒」「致命的」および「エラー」のイベ
ントだけがイベント一覧に表示されます。次のように確認します。
1.「1.3.2　コマンドを実行できるか確認しよう」の手順に従い，［コマンド実
行］画面の項目に次のように入力します。

ホスト Aで重大度が「警戒」のイベントおよび「警告」のイベントが発行さ
れます。

2. セントラルコンソールの［イベントコンソール］画面の［重要イベント］タ
ブを参照します。
この例では，重大度が「警戒」のイベントが表示され，「警告」のイベント
は表示されていないことを確認してください。

表示フィルター
「2.1.2　条件に合ったイベントが表示されたか確認しよう」を参照してくださ
い。

転送フィルター
デフォルトでは，重大度が「緊急」「警戒」「致命的」「エラー」および「警告」
のイベントだけを転送します。次のように確認します。
1.「1.3.2　コマンドを実行できるか確認しよう」の手順に従い，［コマンド実
行］画面の項目に次のように入力します。

項目 入力する内容

実行ホスト名 hostA

実行コマンド jevsend -e SEVERITY=Alert -m 警戒のイベント
jevsend -e SEVERITY=Warning -m 警告のイベント

項目 入力する内容

実行ホスト名 hostA

実行コマンド jevsend -e SEVERITY=Warning -m 警告のイベント
jevsend -e SEVERITY=Information -m 情報のイベント
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1.　システムの構築
ホスト Aで重大度が「警告」のイベントおよび「情報」のイベントが発行さ
れます。

2. イベント一覧を参照します。
この例では，重大度が「警告」のイベントが表示され，「情報」のイベント
は表示されていないことを確認してください。

相関イベント発行
「3.1.2　相関イベントが発行されているか確認しよう」を参照してください。

自動アクション
「3.2.2　コマンドが実行されたか確認しよう」および「3.3.2　同じアクションが何
度も実行されていないか確認しよう」を参照してください。

キーワード

一元管理，セントラルコンソール，イベント，監視，論理的
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1.　システムの構築
1.5　システムで発行されたイベントをビジュア
ルに監視したい

セントラルコンソールの［イベントコンソール］画面では，到着した順番でイベントが
イベント一覧に表示されます。イベント一覧では，イベントの発行元ホストは判別でき
ますが，イベントが及ぼす影響範囲は瞬時に判断できません。ホストを階層構成で表示
したり設置場所で表示したりすることで，システムで発行されたイベントの影響範囲が
直感的にわかります。影響範囲を直感的に把握するために，システムで発行されたイベ
ントをビジュアルに監視しましょう。

1.5.1　セントラルスコープを使えるようにしよう
システムで発行されたイベントをビジュアルに監視するためには，セントラルスコープ
を使用します。セントラルスコープとは，JP1/IM - Managerが提供している機能の一つ
で，システムで発行されるイベントを論理視点でとらえ，システムの運用管理をする機
21



1.　システムの構築
能です。

セントラルスコープを使用すると，イベントを監視目的に合わせたツリー形式で表示し
たり，監視が必要なポイントを絞ったマップ形式で表示したりできます。

前提条件
• jcsdbsetupコマンドでセントラルスコープのデータベースが作成されている。

• セントラルスコープサービスが有効（jcoimdef -s ON）である。

「1.1　基本的なシステムを構築したい」で構築したシステムをセントラルスコープで監
視できるよう設定し，重大度が「警告」のイベントをホスト Aから受信したら監視ノー
ドの状態が変わるというように設定してみましょう。

ツリー形式とマップ形式の設定方法をそれぞれ説明します。

（1） ツリー形式の設定方法

ツリー形式で表示するためには，監視ノードを追加します。監視ノードの追加は，［新規
監視ノード作成］画面から設定します。

画面の表示方法
［新規監視ノード作成］画面は，［監視ツリー (編集中 )］画面の［編集］－［新規監
視ノード作成］を選択すると表示されます。
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1.　システムの構築
（2） 監視ノードの属性設定

監視ノードの属性を設定すると，監視ノードで使用するアイコンを変更したりイベント
を受信したとき監視ノードの状態を変更したりできます。監視ノードの属性は，監視
ノードの［プロパティ］画面で設定します。

画面の表示方法
［プロパティ］画面は，監視ノードを選択したあと，右クリックしてポップアップメ
ニューから［プロパティ］を選択すると表示されます。

ホスト Aの［プロパティ］画面を開きます。［状態変更条件］タブを選択し，［追加］ボ
タンをクリックします。

（3） マップ形式の設定方法

マップ形式で表示するためには，［ビジュアル監視］画面を作成します。［ビジュアル監
視］画面は，［ビジュアル監視 (編集中 )］画面から設定します。

画面の表示方法
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1.　システムの構築
［ビジュアル監視 (編集中 )］画面は，［監視ツリー (編集中 )］画面のメニューバー
から［編集］－［新規ビジュアル監視画面作成］を選択すると表示されます。

参照先

• 構築ガイド　5.3.1　監視ツリーの編集画面の起動
• 構築ガイド　5.3.3　監視ツリーの自動生成
• 構築ガイド　5.4.1　［ビジュアル監視］画面の編集画面の起動
• 構築ガイド　5.4.3　［ビジュアル監視］画面のカスタマイズ
• コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcsdbsetup
• コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcoimdef

1.5.2　マップ形式やツリー形式で監視できるか確認しよう
セントラルスコープを設定したあと，システムどおりにマップ形式やツリー形式でイベ
ントが監視できているかどうか確認しましょう。
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1.　システムの構築
1.「1.3.2　コマンドを実行できるか確認しよう」の手順に従い，［コマンド実行］画面の
項目に次のように入力します。

ホスト Aで重大度が「警告」および「エラー」のイベントが発行されます。

2.［監視ツリー］画面および［ビジュアル監視］画面を確認します。
監視ノードのうち，障害が起こった監視ノードおよびその監視ノードを含む監視グ
ループが自動的に障害状態に変化します。

この例の場合，重大度が「警告」のイベントが発行されたときには，ホスト Aおよびホ
スト Aを含む監視グループが黄色になっていることを確認してください。また，重大度
が「エラー」のイベントでは，変化しないことを確認してください。

キーワード

GUI，視覚，イベント，ツリー，グラフィック，監視ツリー，セントラルスコープ，
目的指向，ビジュアル

項目 入力する内容

実行ホスト名 hostA

実行コマンド jevsend -e SEVERITY=Warning -m 警告イベントの発行
jevsend -e SEVERITY=Error -m エラーイベントの発行
25





2　 システムの監視
この章では，イベント一覧に表示されたイベントを一時的に絞
り込んで表示したり，イベントの重大度をカスタマイズしたり
する方法を説明します。

2.1 イベントを絞り込んで表示したい

2.2 運用に合わせてイベントの重大度を変更したい

2.3 メンテナンス対象のホストを監視対象から外したい
27



2.　システムの監視
2.1　イベントを絞り込んで表示したい
ビューアーを使用してイベントを監視すると，ホストで発行されたイベントがイベント
一覧に表示されます。ホストや重大度などの条件が決まっている場合，その条件に合わ
せて監視したいイベントだけを表示できます。条件を指定して，イベントを一時的に絞
り込んで表示しましょう。

2.1.1　表示フィルターで条件を指定しよう
イベントを絞り込んで表示するには，表示フィルターを使用します。表示フィルターは，
28



2.　システムの監視
セントラルコンソールの［表示フィルター設定］画面で設定します。

画面の表示方法
［表示フィルター設定］画面は，［イベントコンソール］画面の［イベント監視］
ページで［表示フィルター編集］をクリックすると表示されます。

前提条件
• なし

ホスト Bで発行された重大度が「エラー」のイベントをイベント一覧に表示するよう，
設定してみましょう。

設定が完了したら，［表示フィルター設定］画面の［OK］ボタンをクリックして，フィ
ルターの条件を登録してください。

参照先

• 構築ガイド　4.2.1　表示フィルターを設定する
• 画面リファレンス　2.21　［表示フィルター設定］画面

2.1.2　条件に合ったイベントが表示されたか確認しよう
表示フィルターで条件を指定したあと，条件に合ったイベントが表示されているかどう
か確認しましょう。

1.［イベントコンソール］画面の［表示フィルター］チェックボックスをチェックしま
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2.　システムの監視
す。
指定した条件のイベントがイベント一覧に表示されます。

この例では，ホスト Bで発行された重大度が「エラー」のイベントが表示されているこ
とを確認してください。

キーワード

表示，イベント，特定，フィルタリング，表示フィルター

便利メモ

表示されるメッセージを「見やすく」「わかりやすく」したいとき
JP1/Integrated Management - Message Optimizerと連携してメッセージの
フォーマットを変換したり，テキストを変換したりすることで，重要なメッ
セージの見逃し，対応の遅れなどを未然に防ぐことができます。
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2.　システムの監視
2.2　運用に合わせてイベントの重大度を変更し
たい

JP1/IM - Managerでは，イベントの種類によって重大度があらかじめ設定されていま
す。しかし，発行されたホストの状態やシステムの運用状況によって，あらかじめ設定
されている重大度にイベントの重大度が合わない場合があります。システムの運用に
合った重大度でイベントを監視するために，運用に合わせてイベントの重大度を変更し
ましょう。

2.2.1　重大度変更機能でイベントの重大度を変更しよう
運用に合わせてイベントの重大度を変更するには，イベントの重大度変更機能を使用し
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2.　システムの監視
ます。重大度変更機能は，重大度変更定義ファイルで設定します。

前提条件
• 統合監視 DBが設定されている。
• イベントの重大度変更機能が有効である。

ホスト Aで発行された重大度が「警告」と一致するイベントの重大度を，「緊急」に変更
するように設定してみましょう。

次に示す格納先の重大度変更定義ファイル（jcochsev.conf）をテキストエディターで

開きます。

• Windowsの場合：
• 物理ホストのとき

Consoleパス ¥conf¥chsev¥jcochsev.conf

• 論理ホストのとき
共有フォルダ ¥jp1cons¥conf¥chsev¥jcochsev.conf

• UNIXの場合：
• 物理ホストのとき
/etc/opt/jp1cons/conf/chsev/jcochsev.conf

• 論理ホストのとき
共有ディレクトリ /jp1cons/conf/chsev/jcochsev.conf（）

次のように記述します。

　
DESC_VERSION=1
def 重大度変更1
    cnd
        E.SEVERITY IN Warning
        B.SOURCESERVER IN hostA
    end-cnd
sev Emergency
end-def

　

記述内容を説明します。

記述内容 説明

cnd
E.SEVERITY IN Warning
B.SOURCESERVER IN hostA
end-cnd

イベントを比較するために，比較条件を指
定します。
ここでは，次のように指定します。
• 重大度が「警告」と一致する。
E.SEVERITY IN Warning

• イベントの発行元がホスト Aと一致する。
B.SOURCESERVER IN hostA
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2.　システムの監視
マネージャー上で jco_spmd_reloadコマンドを実行するか，JP1/IM - Managerを再
起動すると，定義した内容が反映されます。

参照先

• 導入・設計ガイド　11.1.6　JP1イベントの重大度変更の検討
• 構築ガイド　4.10　重大度変更機能の設定
• コマンド・定義ファイルリファレンス　2.　重大度変更定義ファイル
（jcochsev.conf）

2.2.2　イベントの重大度が変更されているか確認しよう
重大度変更機能で条件を指定したあと，イベントの重大度が変更されてイベント一覧に
表示されているかどうか確認しましょう。

1.「1.3.2　コマンドを実行できるか確認しよう」の手順に従い，［コマンド実行］画面の
項目に次のように入力します。

ホスト Aで重大度が「警告」のイベントが発行されます。

この例では，重大度が「緊急」に変更され，イベント一覧に次のように表示されること
を確認してください。

sev Emergency イベント条件に一致したイベントの重大度
を変更するために，変更したい重大度を指
定します。
ここでは，次のように指定します。
• 重大度を「緊急」に変更する。
sev Emergency

項目 入力する内容

実行ホスト名 hostA

実行コマンド jevsend -e SEVERITY=Warning

記述内容 説明
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2.　システムの監視
なお，デフォルトでは，「重大度（変更前）」および「重大度変更」の項目はイベント一
覧に表示されません。［ユーザー環境設定］画面でこれらの項目を表示するように設定す
ることをお勧めします。

キーワード

重大度，変更，監視，定義，重大度変更機能
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2.　システムの監視
2.3　メンテナンス対象のホストを監視対象から
外したい

ホストのメンテナンス中は，サーバの再起動などに伴った，システムの監視に不要なイ
ベントが大量に発行されます。そのため，システムの監視に不要なイベントがイベント
一覧に表示され，必要なイベントを確認しにくくなります。不要なイベントを表示しな
いようにするために，メンテナンス対象のホストを監視対象から外しましょう。

注意事項
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2.　システムの監視
JP1/IM - Managerを含めたシステム全体をメンテナンスする場合は，上位ホストか
ら下位ホストの順でメンテナンスしてください。

2.3.1　フィルターの共通除外条件で一時的にホストを監視対
象から外そう

メンテナンス対象のホストを監視対象から外すには，フィルターの共通除外条件を使用
します。共通除外条件は，セントラルコンソールの［共通除外条件設定］画面で設定し
ます。共通除外条件は，アクションの対象となるイベントも監視対象から外すことがで
きます。

画面の表示方法
［共通除外条件設定］画面は，［イベント取得条件一覧］画面で，共通除外条件群一
覧の［追加］ボタンをクリックします。

前提条件
• なし

例えば，ホスト Aとホスト Bをメンテナンスしていた場合に，ホスト Aとホスト Bで
発行されたイベントを監視対象から外すよう設定してみましょう。
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2.　システムの監視
参照先

• 導入・設計ガイド　3.2.6　フィルターの条件定義
• 導入・設計ガイド　12.10　JP1/IMが監視するシステム全体のメンテナンスの検
討

• 構築ガイド　4.2.4　イベント取得フィルターを設定する
• 画面リファレンス　2.15　［共通除外条件設定］画面

2.3.2　監視対象から外したホストのイベントが表示されてい
ないか確認しよう

フィルターの共通除外条件で条件を指定したあと，監視対象から外したホストのイベン
トがイベント一覧に表示されていないかどうか確認しましょう。

1.［共通除外条件設定］画面の［OK］ボタンをクリックします。
［イベント取得条件一覧］画面が表示されます。

2.［イベント取得条件一覧］画面の［OK］ボタンをクリックします。
［システム環境設定］画面が表示されます。

3.［システム環境設定］画面の［適用］ボタンをクリックします。
指定した条件が定義されます。

4.「1.3.2　コマンドを実行できるか確認しよう」の手順に従い，［コマンド実行］画面の
［コマンド実行］で項目に次のように入力します。

ホスト Aで重大度が「警告」のイベントが発行されます。

5. 手順 4を繰り返します。［コマンド実行］画面の［コマンド実行］で項目に次のよう
に入力します。

ホスト Bで重大度が「警告」のイベントが発行されます。

6. 手順 4を繰り返します。［コマンド実行］画面の［コマンド実行］で項目に次のよう
に入力します。

項目 入力する内容

実行ホスト名 hostA

実行コマンド jevsend -e SEVERITY=Warning -m ホスト Aからコマンドを実行しまし
た。

項目 入力する内容

実行ホスト名 hostB

実行コマンド jevsend -e SEVERITY=Warning -m ホスト Bからコマンドを実行しまし
た。
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2.　システムの監視
ホスト Cで重大度が「警告」のイベントが発行されます。

この例では，ホスト Aおよびホスト Bで発行された重大度が「警告」のイベントはイベ
ント一覧に表示されないで，ホスト Cで発行された重大度が「警告」のイベントだけが
イベント一覧に表示されることを確認してください。

キーワード

項目，フィルター，共通除外条件，特定，ホスト

項目 入力する内容

実行ホスト名 hostC

実行コマンド jevsend -e SEVERITY=Warning -m ホスト Cからコマンドを実行しまし
た。
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3　 障害の検知
この章では，複数のイベントを一つのイベントとして表示した
り，障害の検知に合わせて自動でコマンドを実行したりする方
法を説明します。

3.1 複数のイベントを一つのイベントとして扱いたい

3.2 特定のイベントが発行されたら自動でコマンドを実行したい

3.3 一度実行したアクションを一定の期間だけ実行しないようにしたい
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3.　障害の検知
3.1　複数のイベントを一つのイベントとして扱
いたい

システムを起動したり障害が発生したりした場合に，連動して発行されるイベントがあ
ります。連動して発行されるイベントの順番や組み合わせによっては，イベントに早く
対処する必要があります。早く対処するイベントを見極めるために，複数のイベントを
一つの障害として扱いましょう。
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3.　障害の検知
3.1.1　相関イベントでイベントを関連づけよう
複数のイベントを一つの障害として扱うには，相関イベントを使用します。相関イベン
トは，相関イベント発行定義ファイルで設定します。

前提条件
• 相関イベント発行機能が有効である。

相関成立または相関不成立の場合に，次のようなイベントが発行されるように設定して
みましょう。

相関成立の場合
• 相関成立の条件
ホスト A，ホスト Bおよびホスト Cで重大度が「エラー」のイベントが 60秒以
内に発行される

• 発行されるイベント
「営業部のホスト A，ホスト B，ホスト Cで障害が発生しているため，運用に支障
が出ます。」というメッセージの重大度が「警告」のイベント

相関不成立の場合
• 相関不成立の条件
相関成立の条件を満たしていない

• 発行されるイベント
「運用は進んでいますが，ホスト A，ホスト B，ホスト Cのどれかで障害が発生し
ているおそれがあります。」というメッセージの重大度が「情報」のイベント

次に示す格納先の相関イベント発行定義ファイル（例：teigi1.conf）をテキストエ

ディターで開きます。

• Windowsの場合：任意のフォルダ
• UNIXの場合：任意のディレクトリ
相関イベント発行定義ファイルの拡張子は .confとしてください。ファイル名に使用

できる文字は，半角英数字とアンダーバー「_」だけです。

次のように記述します。

VERSION=2
[error_gradation]
CON=E.SEVERITY==Error,B.SOURCESERVER==hostA
CON=E.SEVERITY==Error,B.SOURCESERVER==hostB
CON=E.SEVERITY==Error,B.SOURCESERVER==hostC
TYPE=combination
SUCCESS_EVENT=E.SEVERITY:Warning,B.MESSAGE:営業部のホストA，ホストB，
ホストCで障害が発生しているため，運用に支障が出ます。
FAIL_EVENT=E.SEVERITY:Information,B.MESSAGE:運用は進んでいますが，ホス
トA，ホストB，ホストCのどれかで障害が発生しているおそれがあります。

記述内容を説明します。
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3.　障害の検知
記述内容 説明

CON=E.SEVERITY==Error,B.SOURCESERVER==hos
tA

CON=E.SEVERITY==Error,B.SOURCESERVER==hos
tB

CON=E.SEVERITY==Error,B.SOURCESERVER==hos
tC

相関イベント発行条件を指定するた
めに，イベント条件を指定します。
hostAで発行されたエラーイベント
を条件とするので，次のように指定
します。
• 重大度が「エラー」と一致する。
E.SEVERITY==Error

• 発行元のホストがホスト Aと一致
する。
E.SOURCESERVER==hostA

同様に，ホスト Bおよびホスト Cで
発行されたエラーイベントを指定し
てください。

TYPE=combination 定義した相関イベント発行条件の種
類を指定します。ホスト A，ホスト
Bおよびホスト Cという「組み合わ
せ」を条件とするので，次のように
指定します。
• TYPE=combination

SUCCESS_EVENT=E.SEVERITY:Warning,B.MESSAG
E:

営業部のホスト A，ホスト B，ホスト Cで障害が発生
しているため，運用に支障が出ます。

相関イベント発行条件が成立した場
合にどのような相関イベントを発行
するか指定します。
「営業部のホスト A，ホスト B，ホス
ト Cで障害が発生しているため，運
用に支障が出ます。」というメッセー
ジの重大度が「警告」のイベントを
発行したいので，次のように指定し
ます。
• 重大度が「警告」である。
E.SEVERITY:Warning

• 表示されるメッセージを指定する。
B.MESSAGE:営業部のホスト A，
ホスト B，ホスト Cで障害が発生
しているため，運用に支障が出ま
す。

FAIL_EVENT=E.SEVERITY:Information,B.MESSA
GE:

運用は進んでいますが，ホスト A，ホスト B，ホスト
Cのどれかで障害が発生しているおそれがあります。

相関イベント発行条件が不成立だっ
た場合にどのような相関イベントを
発行するか指定します。
「運用は進んでいますが，ホスト A，
ホスト B，ホスト Cのどれかで障害
が発生しているおそれがあります。」
というメッセージの重大度が「情報」
のイベントを発行したいので，次の
ように指定します。
• 重大度が「情報」である。
E.SEVERITY:Information

• 表示されるメッセージを指定する。
B.MESSAGE:運用は進んでいます
が，ホスト A，ホスト B，ホスト C

のどれかで障害が発生しているお
それがあります。
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3.　障害の検知
teigi1.confを任意の格納先（例：C:¥jp1im）に保存します。

jcoegschangeコマンドをマネージャー上で次のように実行すると，定義が反映されま

す。

jcoegschange -f C:¥jp1im¥teigi1.conf

参照先

• 導入・設計ガイド　3.3　相関イベントの発行
• 構築ガイド　4.5　相関イベント発行の設定
• 運用ガイド　5.1.7　相関イベントを表示および操作する
• コマンド・定義ファイルリファレンス　1.　jcoegschange
• コマンド・定義ファイルリファレンス　2.　相関イベント発行定義ファイル

3.1.2　相関イベントが発行されているか確認しよう
相関イベントで条件を設定したあと，設定したとおりに相関イベントが発行されている
かどうか確認しましょう。

1.「1.3.2　コマンドを実行できるか確認しよう」の手順に従い，［コマンド実行］画面の
項目に次のように入力します。

ホスト Aで重大度が「エラー」のイベントが発行されます。

2. 実行ホスト名を「hostB」に変更して手順 1を繰り返します。
ホスト Bで重大度が「エラー」のイベントが発行されます。

3. 実行ホスト名を「hostC」に変更して手順 1を繰り返します。
ホスト Cで重大度が「エラー」のイベントが発行されます。

イベント一覧の［種別］に，相関イベントが発行されたことを示す次のマークが表示さ
れます。

この例では，イベント一覧に相関イベントが成立したことを示すマークが表示されてい
ることを確認してください。

項目 入力する内容

実行ホスト名 hostA

実行コマンド jevsend -e SEVERITY=Error

種別 説明

相関イベントが成立したことを示します。

相関イベントが成立しなかったことを示しま
す。
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3.　障害の検知
キーワード

相関イベント，大量，まとめ，集約，イベント，成立，不成立，発行，発行しない
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3.　障害の検知
3.2　特定のイベントが発行されたら自動でコマ
ンドを実行したい

イベントが発行されると，システム管理者がコマンドを実行してイベントに対処する場
合があります。システム管理者が，いつも特定のイベントに対して特定のコマンドを実
行していては，負担が掛かります。負担を軽減させるために，特定のイベントが発行さ
れたら自動でコマンドを実行するよう設定しましょう。

3.2.1　自動アクション機能でコマンドを実行しよう
自動でコマンドを実行するには，自動アクション機能を使用します。自動アクションの
定義は，［アクション詳細設定］画面で設定します。自動アクションの定義とは，自動ア
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3.　障害の検知
クションを実行する条件の内容です。自動アクションの定義は，変数を使用してイベン
トに含まれる情報を指定することもできます。

画面の表示方法
［アクション詳細設定］画面は，［アクション設定］画面で［追加］または［編集］
をクリックすると表示されます。

前提条件
• なし

重大度が「エラー」のイベントが発行された場合，Windowsマシンのホスト Aに対して
「C:¥jp1im」に格納してあるエラーの対策バッチファイル（.bat）を実行するように設

定してみましょう。

参照先

• 画面リファレンス　2.26.1　［アクション詳細設定］画面
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3.　障害の検知
3.2.2　コマンドが実行されたか確認しよう
自動アクションを設定したあと，設定したとおりにコマンドが実行されているかどうか
確認しましょう。

1.［アクション詳細設定］画面の［OK］ボタンをクリックします。
［アクション設定］画面が表示されます。

2.［アクション設定］画面の［適用］ボタンをクリックします。
設定内容が更新されます。

3.「1.3.2　コマンドを実行できるか確認しよう」の手順に従い，［コマンド実行］画面の
項目に次のように入力します。

ホスト Aで重大度が「エラー」のイベントが発行されます。

自動アクションの対象となるイベントの場合，イベント一覧の［アクション］に実行の
対象となったマーク（ ）が表示されます。

この例では，重大度が「エラー」のイベントが発行されたのを契機に，Windowsマシン
のホスト Aに対してイベント対処バッチファイル（.bat）を実行するような自動アク
ションが実行されていることを確認してください。

キーワード

自動アクション，コマンド，自動アクションサービス

便利メモ

障害が発生したことをメールで送信したいとき
JP1/Integrated Management - TELstaffと連携していると，障害が発生した場
合にメールを送信するように，自動アクション機能で設定できます。
詳細については，マニュアル「JP1/Integrated Management - TELstaff JP1/
Integrated Management - TELstaff Alarm View 構築・運用ガイド」を参照し
てください。

項目 入力する内容

実行ホスト名 hostA

実行コマンド jevsend -e SEVERITY=Error
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3.　障害の検知
3.3　一度実行したアクションを一定の期間だけ
実行しないようにしたい

自動アクションを設定したイベントは，自動でアクションが実行されるため，システム
管理者の負担を軽減できます。しかし，自動アクションを設定したイベントが短期間で
大量に発行された場合，何度もアクションを実行してしまいます。不要なアクション実
行を防ぐために，一度実行したアクションを一定の期間だけ実行しないようにしましょ
う。
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3.　障害の検知
3.3.1　自動アクションの抑止でアクションを実行しないよう
にしよう

一度実行したアクションを一定の期間だけ実行しないようにするためには，自動アク
ションの抑止を使用します。自動アクションの抑止は，［アクション詳細設定］画面で設
定します。

画面の表示方法
［アクション詳細設定］画面は，［アクション設定］画面で［追加］または［編集］
をクリックすると表示されます。

前提条件
• なし

「3.2.1　自動アクション機能でコマンドを実行しよう」で指定した自動アクションを，10
分（600秒）間実行しないように設定してみましょう。

［アクション詳細設定］画面の［実行監視］タブを選択してください。

参照先

• 導入・設計ガイド　5.4.4　同一アクションの抑止
• 構築ガイド　4.4.4　自動アクションの実行抑止の設定
• 画面リファレンス　2.26.1　［アクション詳細設定］画面

3.3.2　同じアクションが何度も実行されていないか確認しよ
う

自動アクションの抑止を設定したあと，同じアクションが何度も実行されていないかど
うか確認しましょう。

1.［アクション詳細設定］画面の［OK］ボタンをクリックします。
［アクション設定］画面が表示されます。

2.［アクション設定］画面の［適用］ボタンをクリックします。
設定内容が更新されます。
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3.　障害の検知
3.「1.3.2　コマンドを実行できるか確認しよう」の手順に従い，［コマンド実行］画面の
項目に次のように入力します。

ホスト Aで重大度が「エラー」のイベントが発行されます。

4. 手順 3を繰り返します。
ホスト Aで重大度が「エラー」のイベントが発行されます。

5. 10分経ったら，もう一度手順 3を繰り返します。
ホスト Aで重大度が「エラー」のイベントが発行されます。

自動アクションが抑止された場合，イベント一覧の［アクション］に自動アクションが
抑止されたマーク（ ）が表示されます。

この例では，イベント一覧の［アクション］に次のように表示されていることを確認し
てください。

• 1回目のコマンド実行
実行の対象となったマークが表示される（ ）

• 2回目のコマンド実行
自動アクションが抑止されたマークが表示される（ ）

• 3回目のコマンド実行
抑止時間に設定している 10分を過ぎているので，実行の対象となったマークが表示
される（ ）

キーワード

自動アクション，発行，大量，時間，抑止

項目 入力する内容

実行ホスト名 hostA

実行コマンド jevsend -e SEVERITY=Error
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4　 障害の調査・対策
この章では，障害調査のために過去に発行されたイベントを表
示したり，障害の対策方法をあらかじめ登録しておいて表示し
たりする方法を説明します。

4.1 過去に発行されたイベントの状況を確認したい

4.2 イベントを検索したい

4.3 発行されたイベントの対策方法を事前に登録して表示したい
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4.　障害の調査・対策
4.1　過去に発行されたイベントの状況を確認し
たい

長い期間システムを監視していると，過去に発行された障害のあるイベントと同じイベ
ントが発行される場合があります。そのイベントに対して，過去にどのような対処をし
ていたのか確認したくても，すでにイベント一覧に表示されていないことがあります。
イベント一覧に表示されなくなったイベントを表示して，過去に発行されたイベントの
状況を確認しましょう。

4.1.1　表示開始位置指定機能でイベントの表示時刻を指定し
よう

［イベントコンソール］画面の［イベント監視］ページに表示されなくなったイベントを
表示するには，表示開始位置指定機能を使用します。

表示開始位置指定機能は，［イベントコンソール］画面の［イベント監視］ページおよび
［重要イベント］ページで使用できます。
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4.　障害の調査・対策
前提条件

• 統合監視 DBが設定されている。※

注※　イベントを取得した時点から統合監視 DBが設定されている必要がありま
す。

［イベント監視］ページに表示されている，いちばん古いイベントの到着時刻が 2009年
02月 26日 10時 00分 00秒のとき，2009年 02月 25日 09時 00分 00秒に発行された
イベントを表示してみましょう。

参照先

• 運用ガイド　5.1.9　時刻を指定してイベントを表示する
• 画面リファレンス　2.2　［イベント監視］ページ

スライダーを使用して，過去に発行されたイベントを表示することもできます。

4.1.2　指定した表示時刻からイベントが表示されているか確
認しよう

表示開始位置を指定する領域で時刻を指定したあと，イベント一覧に指定した表示時刻
からイベントが表示されているかどうか確認しましょう。

1. 表示開始位置を指定する領域で［表示］ボタンをクリックします。
指定した時刻以降に発行されたイベントがイベント一覧に表示されます。

この例では，2009年 02月 25日 09時 00分 00秒以降に発行されたイベントが［イベン
ト監視］ページのイベント一覧に表示されていることを確認してください。

キーワード

イベント，検索，表示時間，［イベント監視］ページ，表示開始位置指定機能，過去

便利メモ

イベントにメモを設定したいとき
メモの設定を使用すると，イベントの調査状況をメモに残すことができます。
メモの設定については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「3.9　メモ情報の
設定機能」を参照してください。
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4.　障害の調査・対策
スライダーの位置が戻ってしまうとき
自動スクロール機能が有効の場合，新しい JP1イベントが登録されるとスライ
ダーの位置が最新状態の位置に戻ります。スライダーの位置を戻したくない場
合は，自動スクロール機能を無効にしてください。自動スクロール機能の設定
については，マニュアル「画面リファレンス」の「2.1　［イベントコンソール］
画面の概要」を参照してください。
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4.　障害の調査・対策
4.2　イベントを検索したい
障害を調査する場合，イベント一覧に表示されたイベント以外に，障害に関係するイベ
ントが発行されているかどうかイベントを確認する必要があります。しかし，障害の調
査の段階では，すでにイベント一覧からイベントが消去されている場合があります。イ
ベントの条件を指定して，イベント一覧から消去されたイベントを検索しましょう。

4.2.1　イベント検索で条件を指定してイベントを検索しよう
イベントを検索するには，イベント検索を使用します。イベント検索の条件は，［イベン
ト検索条件設定］画面で設定します。

画面の表示方法
［イベント検索条件設定］画面は，［イベント検索］ページの［イベント検索］ボタ
ンをクリックすると表示されます。
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4.　障害の調査・対策
前提条件

• 統合監視 DBが設定されている。※

注※　検索対象に統合監視 DBを指定したい場合だけ，統合監視 DBが設定され
ている必要があります。

重大度が「警告」のイベントを検索してみましょう。

参照先

• 導入・設計ガイド　3.5　イベント検索
• 運用ガイド　5.5.1　検索の方法

4.2.2　イベントが検索できたか確認しよう
イベント検索で条件を指定したあと，［イベント検索］ページに検索したいイベントが表
示されているかどうか確認しましょう。

1.［イベント検索条件設定］画面の［OK］ボタンをクリックします。
指定した条件のイベントが［イベント検索］ページに表示されます。

この例では，重大度が「警告」のイベントが表示されていることを確認してください。

キーワード

イベント検索，検索，調査
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4.　障害の調査・対策
4.3　発行されたイベントの対策方法を事前に登
録して表示したい

システムに障害が発生した場合，システム管理者は，対策方法に合わせて障害を対処し
ます。しかし，システム管理者がすべての対策方法を管理するのは困難です。システム
管理者の管理作業の負担を軽減するために，イベントの対策方法を事前に登録して表示
しましょう。

4.3.1　イベントガイド機能で対策方法を登録しよう
イベントの対策方法を事前に登録して表示するには，イベントガイド機能を使用します。
イベントガイド機能を使用するためには，jco_guide.txtというファイル名でイベン

トガイド情報ファイルを作成します。
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4.　障害の調査・対策
前提条件
• なし

営業部のホスト Aでユーザープロセスが異常終了し，重大度が「エラー」のイベントが
発行された場合の対処を表示するように登録してみましょう。

jco_guide.txtに次のように記述します。

DESC_VERSION=1
[EV_GUIDE_1]
#異常終了の連絡先
EV_COMP=E.SEVERITY:Error
EV_COMP=B.SOURCESERVER:hostA
EV_GUIDE=詳細情報¥nエラーコードを記録して，営業部のxxx課長へ連絡してくださ
い。¥n連絡先は内線zz-zzzです。
[END]

記述内容を説明します。

作成したイベントガイド情報ファイルは，次に示す格納先に保存してください。

• Windowsの場合：
• 物理ホストのとき

Consoleパス ¥conf¥guide¥

• 論理ホストのとき
共有フォルダ ¥jp1cons¥conf¥guide¥

• UNIXの場合：
• 物理ホストのとき
/etc/opt/jp1cons/conf/guide/

• 論理ホストのとき
共有ディレクトリ /jp1cons/conf/guide/

jco_spmd_reloadコマンドを実行するか，JP1/IM - Managerを再起動すると，定義
した内容が反映されます。

また，JP1/IM - Viewを接続している場合は，再起動してください。

記述内容 説明

EV_COMP=E.SEVERITY:Error

EV_COMP=B.SOURCESERVER:hostA

イベントを比較するために，比較条件を指
定します。
次のように指定します。
• 重大度が「エラー」である。

EV_COMP=E.SEVERITY:Error
• イベントの発行元がホスト Aである。

EV_COMP=B.SOURCESERVER:hostA

EV_GUIDE=詳細情報 ¥nエラーコードを記録し
て，営業部の xxx課長へ連絡してください。¥n

連絡先は内線 zz-zzzです。

イベントガイドに表示したいメッセージを
指定します。
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4.　障害の調査・対策
参照先

• 構築ガイド　4.7.1　イベントガイド情報の編集の手順
• コマンド・定義ファイルリファレンス　2.　イベントガイド情報ファイル
（jco_guide.txt）

4.3.2　対策方法が登録されたか確認しよう
イベントガイド機能でイベントガイド情報を設定したあと，設定したイベントの対策方
法が登録されているかどうか確認しましょう。

1.「1.3.2　コマンドを実行できるか確認しよう」の手順に従い，［コマンド実行］画面の
項目に次のように入力します。

ホスト Aでエラーイベントが発行されます。

2. 発行されたイベントをイベント一覧で選択し，［イベントコンソール］画面の［表示］
－［イベント詳細表示］を選択します。
表示されているイベントに対応したイベントガイド情報が［イベント詳細］画面に表
示されます。

この例では，次のように表示されていることを確認してください。

キーワード

対策方法，イベント，イベントガイド，障害，イベントガイド情報

便利メモ

イベントに関連したアプリケーションを起動したいとき
イベントを選択して，その表示内容に関連するアプリケーションの画面を起動
できます。設定手順は，マニュアル「構築ガイド」の「4.14　連携製品のモニ
ター起動の設定」を参照してください。

障害対処を明確にしたいとき
JP1/Integrated Management - Service Supportと連携していると，イベントご
とに障害対処の担当者，作業期限・優先度などをあらかじめ設定できます。解

項目 入力する内容

実行ホスト名 hostA

実行コマンド jevsend -e SEVERITY=Error
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4.　障害の調査・対策
決までのプロセスを可視化し，「だれが」，「いつまでに」，「なにをするか」を明
確にできます。
詳細については，マニュアル「JP1/Integrated Management - Service Support 
構築・運用ガイド」を参照してください。
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